Windows Server ■ 
2003のセットアップ 



Windows Server 2003 オペレーティングシステムのセツトアップをする手順とを意事項を説明します。 


セットアップを始める前じ(一 60 ページ） . Windows Server 2003 のセットアップを始める 

前にセットアップの手順について磕認してくださ 
い。 

カスタムインストールモデルのセットアップ H 63 ぺージカスタムインス I ルモデルで、初めて電源を 

ON にしてから始めるセットアップ手順について 
説明します。 

シームレスセットアップ（一65ページ） .Express 5800シリーズ専用の Windows Server 

2003 自動インストールツールを使ったインス 
I -ール方法について説明します。 


ONL-4158aN-180Rf3-000-04-0704 
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セットアップを始める前に 


セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めます。 


n-O BTO (工場組み込み出荷）にて Windows のインス I ルを指定した場合は、本装置に 
Windows のプ□ダクトキーび記載されたラベルび貼り付け5れています。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111 

00000 - 000 - 000-000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インストール時に必要な情報です。剥びしたりミち 
したりしないよう取り扱いにごま意下さい。もし剥がれて紛失したり巧れて見えなくなった 
場合でも、ラベルの再発行はできませんので、あ5かじめプ□ダクトキーをメモし、 
他の添付品と一緒にメモを保管されることをお動めします。 


EXPRESSBUILDER がサポートしてし、るコント□—ラ 


添付の 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM でサポートしているコント□-ラは、 JU 下じなりま 
す。もし、下記 t (外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付の説明書 
と r 応用セットアップ」 （91 ページ)を参照してセットアップしてください。 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインストールをヴポートしているディスクアレイコント 
□—ラ 

- SAS RAID ボード ( A ) 

• その他のオプション 

- N 8 103-75 SCSI コント日ーラ 
- N 8103 -81 ディスクアレイコント日ーラに ch ) 

- N 8103 -95 SCSI コント日ーラ 
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次の順唐で八ードウエアをセツトアップします。 


1 . ラックを設置する。（ラックに添付の説明書またはオンラインドキュメントを参照） 

2 . 別途購入したオプションを取り付ける。（一8章） 

•L[12E] 

Windows Server 2003をお使いの環境で、 DIMM を増設した場合は「ぺージングファイルサイズ」 
を設をし直してください （68 ぺージを参照）。 

3. 本装置をラック(こ取りがける。（一2章） 

4. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を本装置に接続する。（一2章） 

己.添付の電源コードを本装置と電源コンセント(こ接続する。（一2章） 

6 . 本装置の構成やシステムの用途(こ応じて目 IOS の設定を変更する。 

101ページに示す設定例を参考にしてください。 



使用する OS に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ-アンド- 
プレイをサポートするかどうかなどの項目もあります。また、日付や時間が正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 
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システムのセツトアツ 


八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いじなるオペレーティングシステムに合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


スタート 



H ィ 


障害処理のための 
セツトアップ 


8已ぺージ 


BIOS 情報のバックアップ 
(RAS ユーテイリテイ） 


己章 


セットアツプ完了 


*1 本体に RAID コント□—ラが搭載されていて、システム 
ディスクとして使用ずる八ードディスクドライプに接続 
している場合のみ(その他の A — ドウエア構成では手順を 
飛ばしてくださし、)。 

*2 Windows Server 2003於外の。 S のインストール方法 
については本装置に添付の別冊の説明書を参照ずるか、 
保守サービス会社にお問い合わせください。 
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カスタムインストールモデルのセット 



BTO (工場組み么み化荷)にて r カスタムインストール」を指をして購入された本装置の八ードディスクドラ 
イブは、お客様がすぐに使えるようじパーティションの設をから、 0 S 、 本装置が提供するソフトウェアが 
すべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された本装置で初めて電 
源を ON にするときのセットアップの方法(こついて説明しています。再セットアップをする 
場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」を参 
照してください。 


ットアップをはじめる前に -購入時のが態について- 


セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

本装置の八ードウエア構成(八ードディスクドラ 
イブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインス I -ールされているソフ 
トウエアの構成は、購入前のお客様によるオー 
ダー ( BTO (工場組み込み化荷)）じよつて異なりま 
す。 

ち図は、標準的な本装置の八ードディスクドライ 
ブの構成について図解しています。 



空さエリア 


Microsoft Windows 
Server 2003 


八ードディスク 
ドライブ 
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セットアップの手順 


次の手順で本装置を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 

しば6くすると、 [Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

]：> (降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよ<確認し、[次へ]をクリックしてセット 
アップを進めてください。 

一[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認して<ださい。 

一[ソフトウェアの個人用設定〕画面では、を前や会社をまたは組織をを入力します。 

-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータさ)と Administrator 
のパスワードを入力してください。 

一[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正し<設定して<ださい。 

一[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

一[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメイン(こ参加させるか選択します。 
システムが再起動します。 

2. 77ページの手順20じ(降を参照して、 PROSet のインストールとネットワークドライバの詳細設定 
をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

4. 8日ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

己.出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時(こ指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Power Console Plus* 

• Adaptec Storage Manager™ * 

上記のソフトウェアで P」 巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。6章を参照して使用環境(こ合った状態 
(こ設定してください。 

巨. 6章を参照して、 EXPRESS 目 ULDER の RAS ユーティリティを使って目10 S 設定のバックアップを 
とる。 


上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セツトアップをする際は r シームレスセツトアップ」を使用してください。 
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シームレスセツトアツつ 


EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使って本装置をセツトアップします。 


r シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的な 
パラメータや状態の設定から 0 S (Windows Server 
2003)、各種ユーティリティのインストールまでを添付の 
「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM を使って切れ目なく（シー 
ム レスで） セッ トアップできる Express 5800シリーズ独自 
のセットアップ方まです。八ードディスクドライブを購入 
時の状態と異なるパーティション設定で使用する場合や OS 
を再インストールする場合は、シームレスセットアップを 
使用してください。煩雑なセットアップをこの機能が代 
わって行います。 


EXPRESSBUILDER 



「シームレス t ットアッブ」は、 RAID の設走から、 
切れ目なく （シームしスで）セットアツブできる 


ィ、ード’ディスクを賭入時の化態と異なるィくーティ 
シヨン楠巧で使用する場合や皮を再インストール 
する場合は、シームレス亡ットアッブを使用して 
くださし、。な亡ットアジブをこの機1执代 
わって巧います。 




シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセットアップにつ 
いては、この章の終わりに記載している「応用セットアップ」で説明しています。 

本体にディスクアレイコントローラなどの RAID ボードや SCSI ボード（「大容量記憶装置 
コントローラ」と呼ぶ）を搭載し、システムディスクとして使用するハードディスクドラ 
イブを接続している場合は91ぺージに記載している「応用セットアップ」も併せて参照し 
てください。 

「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を.選ネ尺する情 
報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で斤いま 
す。この間は、本体のそばにいて設をの状況を確認する必要はありません。また、再イ 
ンストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、前回と同 
じ状態に本装置をセットアップすることができます。 

セッ ト アップ パラメータ FD はお客様でご用意ください。 

セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 Express 円 cnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方法については、189ぺージ 
で説明しています。 
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OS のインス I ルにごいて 


0S のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


Windows フアミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server™ 2003 R 2, Enterprise Edition 日本語版 
降 、 「Windows Server 2003」と呼びます。 


その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 
い合わせください。 


巨 IOS の設定について 

Windows Server 2003をインス I -ールする前に八ードウエアの BIOS 設定などを磕認して 
ください。巨 IOS の設定には 、 Windows Server 2003から採用された新しい機能に関する 
設定項目があります。5章を参照して設をしてください。 


Windows Server 2003 について 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインス!ルできます。ただし、次 
の点についてを意してください。 

n-O • インス!ルを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ ( BIOS やオプション 
ボードの設定)をすベて完了させてください。 

• 辭社び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関する説明書 
び添付されていまずび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照してく 
ださい。 

• シームレスセットアップを完了した後に8己ページを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I ^ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンス I -ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インス!-ール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 


66 










MO 装置の接続について 


インス I -ール時に M 0 装置を抬続したままファイルシステムを NTFS に設をすると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 MO 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールじ不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 

A - ドディスクドライブの接続について 

OS をインストールしない八ードディスクドライブは、 OS をインストール後に接続してくだ 
さい。また論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の 
再セットアップ手順」 (94 ページ)を参照してください。 

ディスクアレイコント□ーラボードび搭載されている場合について 

LAN コンソールリダイレクション機能は、シームレスセットアップを行う前に必ず無効にし 
てください。使用したい場合は、シームレスセットアップ終了後に有効にしてください。 

作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションのサイズは、次の計算式から求めることができ 
ます。 

インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイ 
ズ+アプリケーションサイズ 


インス!-ールに必要なサイズ 
ページングファイルサイズ(推奨） 
ダンプファイルサイズ 
アプリケーションサイズ 


3500 MB (Windows Server 2003 R 2) 
搭載メモリサイズ X 1.5 
搭載メモリサイズ十 12 M 巨 
任意 


• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(ダンプファイル)採取のための推奨サイ 
ズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの初期サ 
イズを持つぺージングファイルび必要です。また、ぺージングファイルび不足すると仮 
想メモリ不足により正確なデバッグ情報を採取できない場台びあるため、システム全体 
で十分なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのパーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409已 MB で 
す。搭載メモリサイズXI.日倍のサイズが409己 MB を超える場台は、409曰 MB で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズび2 G B 上の場合のダンプファイルサイズの最大は、 
に048 MB+12MB」 です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場台は、別途そのアプリケーションび 
必要とするディスク容量を追加してください。 
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例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、パーティションサイズは、前述の計算方法から 


3500 M 目十 （512 M 目 X 1.5) 十 512 M 目十 12 M 目十アプリケーションサイズ 
二 4792 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インス I '''ー ルに必要なサイズ+ペー 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスク 
を増設してください。ダンプファイルサイズを磕保できない場合は、次のように複数のディ 
スクに割り当てることで解まできます。 

1. 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設をする。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルサイズ 
分）を別のディスクじ書き込むように設をする。 

ダンプファイルサイズを書き a めるスペースがディスクにない場合は「インス I -ールに必要 
なサイズ+ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してくだ 
ぎい。 

jl： シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティションサイズを 

「上記の必要最小限のパーティションサイズ+ 850MB」 または 「4095MB」 のうち、どちらか大 
きい値に設をしてください。 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM に格納されてし^ 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003 R 2, Enterprise Edition イン 
ストレーションサプリメントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインス I -ールに関す 
るを意事項が記載されています。 


Service Pack の適用について 


— Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は 、 Service Pack 1を適用する必 
要はありません。 

- Express 5800シリーズでは 、 Service Pack を適用することができます。本装置に添付さ 
れている Service PackJU 降の Service Pack を使用する場合は、下記サイトより詳細情報 
を磕かめた上で使用してください。 

[NEC 8番制 http :// nec 8. com / 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを図に示します。 


EXPRESSBUILDER 



M- ドディスクを廣ス恃ひ!なをまなみくーティ 
シヨ：4腺で巧用する巧合やおを再インストール 
する場を(主シームしス t ットアツブを1ま巧して 
くだ f い，巧雑なたットアップをこの纖熟が： 
わって衍、巧 • 



J ラメータフアイルを使用してセットアップを道めまずか？ 
はし、 いい文 

♦ か 



ソフトウエア使用許諾契約に同意ずる 

サービスパック CD - ROM をセットずる 
(サービスパックを適用する場合） 


自動インストール 

i 

自動□グオン 


再起動後、インストール挺 



《アレイディスクの設定画面で、 RAID を新規作成する 
設定にした場合、このフエーズび実行される。 


J :入力や還択び必要な作業 
] :自動的に作業が進む内容 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウィザード形式によりをパラメータを設をしていきます。こ 
のとき、をパラメータを一つのファイル(パラメータフアイル）としてフ □、ソピー ディスクへ 
保存することも巧能です。 


4/ パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保存用として 1.44M 目 
巧云のフォーマット済みの空きフ□、ソピーディスクが1枚必要となります。あ6かじめ、お客様で 
フ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保ちしておいたパラメータファイルを読み込ませることで、ウィ 
ザードによるパラメータ入力を省略することができます。 

また、シームレスセットアップの中で、ディスクアレイコント□-ラなどのオプションに添 
付されたドライバ FD(r 大容量記憶装置用 OEM-FD」） を個別に適用する場合は、パラメータ 
ファイルの設定も必要になります。このときも空きフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

n-o • システムの構成を変更した場合は r システムのアップデート」を行ってください。 

胃 d • Windows Server 2003の起動後にネットワークアダプタなどのドライバの変更、 
または追加する場台は、オンラインドキュメントの 「Microsoft Windows Server 
2003 R 2, Enterprise Edition インストレーシヨンヴプリメントガイド」を参照して 
<ださい。 


1 . 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

•L 励 

• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直し 
てください。 

参 0 S をインストールするハードディスクドライブに(外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、 0 S をインストールした後から行ってください。 

• 0 S をインストールするハードディスクドライブに論理ドライブを複数作成している場合 
は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （94 ぺージ）を参照してくだ 
さし、。 

2. 本装置の DVD-ROM ドライブ、に 「EXPRESS 目 UILDER」CD-ROM をセツトする。 


3. CD-ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl> + <Alt> + <Delete> キーを押す）か、電源を 
OFF/ON して本装置を再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 


4. [シームレスセットアップ]をクリックす 
る。 


EXPRESSBUILDER 



「シームレスたットアジカは、 RAID の設まから、 
あ各種ユーティリティのインストールまでを 
切れ目なく （シームしスで）セットアジブできる 
方去です。 

ハードディスクを購ス持の化態と異なみ S —ティ 
シヨ ン楠巧で使用する場合やのを再インストール 
する場合は、 シームレス セットアッブを使用して 
くださし、。 職なた シトアッブをこの機能別戈 
わって巧います。 
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己， 


6 . 



パラメータファイルを使用しない場合 
は、このメッセージは表示されません。 
手順8へ進んで < ださい。 


ここでセツトしたフ□、ソピーディスクは、指示があるまで取り化さないでください。 

[既存のパラメータファイルを使用ずる場合] 

セツトしたフ □、ソ ピーディスク内のパラメータファイルの一覧が表示されます。 


①インストールに使用するパラメータファイルを選択 
し、[確定]をクリックする。 


確認のダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

③パラメータを確認する場合は随副を、確認せずに 
そのままインストールする場合は、[スキッフ°]をクリッ 
クする。 

[確認]をクリックー手順8へ進む 

[スキッフ°]をクリ、ソクー手順9の後、手順11へ進む 

[空きフ□ッピーディスクをセットした場合] 

①[ファイル名: (A)] の下にあるボックスをクリックする 
か、 <A> キーを 押す。 

入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを人力し、[確定]をクリックする。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー] 
が表示されます。 
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8. ディスクアレイコント□-ラのパラメー 
夕を設定す る。 

[アレイディスクの設定]画面が表示され 
ます。設定内容を確認し、必要な6修正 
を巧ってか6[終了]をクリ、ソクしてくだ 
さし、 

なお、1台の八ードディスクドライブ(こ 
インストールする場合は RAIDO を選択し 
てください。 

設定が終了すると、自動的に RAID の構築 
が実行されます。 

9. インストールするオペレーティングシス 
テムを選択する。 

リストボックスか 6[Windows] を選択し 
ます。 



[再1就 I [お了 I I 暇 I 


[オペレーテイングシステムインス I ルメニュ ー 



10. 次に、[基本情報]画面が表示されるの 
で、設定内容を確認し、必要な6修正を 
巧ってか6 [次へ]をクリックする。（画 
面中の r 対象マシン」は機種によって表示 
が異なります。） 

降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルフ° ] をクリックして設定を確認しなが 
ら画面を進めてください。設定内容は必 
要に応じて修正してください。 
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w-O 

• 0 ミ 


OS をインストールするパーテイシヨンは、必要最小限似上のサイズで確保してください。 
(67 ページ参照） 

r ノくーテイシヨンの使用方法」で r 既存ノくーテイシヨンを使用ずる」を選択ずると、最初のパー 
テイシヨンの I 肩報はフオーマットされ、 ずべてなくなります。それ似がのパーテイシヨンの 
情報は保持されまず(下図参照)。 


第 1 パーテイシヨン 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したまま再インストールずることはできません（目7ぺージ参照)。「パーティション 
の使用方法」で r 既存パーティションを使用ずる」を選択しないでください。 

r ノくーティション」に4095 MBiy がを指定した場台は NTFS へのコンパ’ートび必要でず。 

「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択したとき、流用す 
るノくーティション m 州こノくーティションび存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を 
確保して Windows Server 2003をインストールします。 

設定内容に不正びある場台は、次の画面には進めません。 

ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場合は、□グ 
オン後に入力画面びポップアップされますので、その時に再入力し、設定してください。こ 
こでは、仮の名前を入力してください。 

IP アドレスの設定は書式のみチエックしています。 

サブネットマスク等との整台性については事前に確認しておいてください。 

セットアップパラメータを入力する場合、次の文字数 m 下で入力してください。にバイト 
文字は2文字で換算しまず） 


項目 

設定値 

文字数 

新規ユーザの作成 

ユーザ名 

19 

グループ名 

20 

フルネーム 

63 

説明 

47 

新規グループの作成 

グループ名 

20 

説明（グループ名） 

47 


一圆 

[コンピユータのお割]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設をはシームレスセッ 
アップの既を値を自動的に還択して、インストールを行います。 


オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□、ソピーディスク 
をフ□、ソピーディスクドライブにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 



I チェッ匀 


本機能を使用する場合は、フ□、ソピーディスクドライブが接続されている本装置のみ使用でき 
ます。 
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12. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 

13. メッセージ(こしたがって 「 EXPRESS 目 ULDERJCD - ROM を DVD - ROM ドライブか6取り化す。 

この時セットアップパラメータ FD または大容量記憶装置用 OEM - FD を使用している場合は、 
フ□、ソピーディスクドライブか6取り化します。 

14. Windows Server 2003 CD - ROM を 
DVD - ROM ドライブにセツトする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されま 
す。 


15. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、 < F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、 < F 3> キーを押 
す。 

p-Ol^ 

同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows Server 2003はインス! -- ルされませ 
ん /。 

Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに 
□グオンします。 

16. [セットアップ情報]画面が表示されるの 
で、設定内容を確認し、必要な6修正を 
巧ってか 6[0 K ] をクリックする。 


画 

• インストール中にスクリーンセー 
バが起動する場合がありますが、 

手動でログオンしてください。 

• 上記の画面が表示されていない場合は、システムを再起動してください。再起動後、シーム 
レスセットアップを続行され、上記の画面が表示されます。 

17. インストール完了後、 [ Windows セット 
アップ]画面が表示される。 

Microsoft Windows Server 2003 R 2 
Enterprise Edition DISC 2 を DVD-ROM 
ドライブ(こセットし、 [ OK ] をクリックす 
る。 

iU 降はメッセージに従って作業を進めて 
ください。 

インストール終了後 、 Microsoft 
Windows Server 2003 R 2 Enterprise 
Edition DISC 2 を DVD-ROM ドライブか 
6 取り化し、再起動して<ださい。 
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18. Broadcom Advanced Control Suite をインストールする。 

Broadcom Advanced Control Suite は、ネットワークドライバ(こ含まれるネットワーク機能確 
認ユーティリティです。目 roadcom Advanced Control Suite を使用すること(こより、 JU 下のこ 
とが行えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの彭断 
• Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置(こ耐障害性に優れた環境を 
提供し、装置とスイッチ間のスループットを向上させることができます。このような機能を利用 
する場合は 、 Broadcom Advanced Control Suite が必要になります。 


インストール手順 

Broadcom Advanced Control Suite をインストールする場合は、 iU 下の手順に従ってくださし、 



rpRoset 」 びインス I ルされている場合、ユーザーズガイドの r オプションのネットワーク 
ボードのドライバ」の rPROSet のアンインス I ル」を参考にし、 rPROSet 」 を削除してか5 
「Broadcom Advanced Control Su け e 」 をインスト ー J レしてくだ’さし、。その際、 
rPROSet 」 にてネットワークアダプタをチームに設定している場合、すべてのチームを 
削除してか 5 rPR 0 Set 」 を削除してください。 rPROSet 」 と 「Broadcom Advanced 
Control Suite 」 の湿在運用は、未サボートになります。必ずどち5か一方をインストールして 
<ださい。 


① 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM を DVD - ROM ドラィブにセ、ソトする。 

③エクスプ□ーラを起動する。 

<標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スター トメ ニュー か6 [エ クスプ □ー ラ]をクリ 、ソク する。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6[すべてのプ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □- 
ラ]をクリックする。 

③ レ DVD - ROM のドラィブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ 目 57 W 2 K 3¥ 目 ACS ¥」 ディレクトリ 
内のに ETUP . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[Broadcom Management Programs - InstallShield Wizard ] が起動しま "5 。 

④ [次へ]をクリックする。 

⑥[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

⑥[カスタムセットアップ]画面が表示されますので、[次へ]をクリックする。 

(7) インストール画面の[インストール]をクリ、ソクするとインストールが開始される。 

⑩ [Broadcom Management Program ] ダイア□グが表示されますので、 [0 K ] をクリックする。 

⑨ [ Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]というダイア□グが表示されますので、院了]をク 
リ、ソク する。 

上で完了です。 
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アンインストール手順 

Broadcom Advanced Control Suite をアンインストールする場合は、(下の手順に従ってくだ 
さい。 

(D [プ□グラムの追加と削除]ダイア □ グボ、ソクスを表示する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6[コント□-ルパネル]イプ□グラムの追加と削晩をクリ、ソクする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

(1) スタートメニューか6[設定]一[コント □- ルパネル]をクリ、ソクする。 

に）[プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

② [Broadcom Management Programs ] を選択し、[削除]をクリックする。 

[プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

③ [はい]を選択する。 

[Broadcom Management Programs ] 夕、、イア□グボ、ソクスが、現れ、 [Update Successful . 
Please your system to complete this process ] というメッセージが表示されまで。 

④ [0 K ] をクリックする。 

⑥ [プ□グラムの追加と削除]と[コント□ールパネル]のウィンドウを終了し、システムを再起動 
する。 

i ： i 上で完了です。 

19. PROSet をインストールする。 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、下のことが巧えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの彭断 
• Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置(こ耐障害性(こ優れた環境を提 
供し、サーバスイ、ソチ間のスループットを向上させることができます。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、じ(下の手順に従ってください。 

① 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を DVD - ROM ドライブ、にセットする。 

③エクスプ□—ラを起動する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6[エクスプ□ーラ]をクリ、ソクする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6[すべてのプ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □- 
ラ]をクリックする。 

③レ DVD - ROM のドラィブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ TL 3¥ PROSET ¥ WIN 32 」ディレクト 
リ内の rDXSETUP . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PRO Network Connections - Ins ね I に hield ウイザード]が起動します。 


76 



④[次へ]をクリックする。 

⑥[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

⑥セットアップオプションの画面が表示されるので、[ドライバおよびインテル PROSet と 
Advanced Network Services ] が選択されていることを確認して[次へ]をクリ、ソクする。 

(7) インストール画面の[インストール]をクリ、ソクするとインストールが開始される。 

[Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

⑩[完了]をクリックする。 

⑨システムを再起動する。 

]：> (上で完了です。 

20. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設定が必要です。 

[Broadcom Advanced Control Suite びインストールされている場合] 

( D デバイスマネージャを起動する。 

③ネットワークアダプタを展開し、 [Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet ] をダブルクリッ 
クする。 

[Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet のプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されま 
す。 

③ [詳細設定]タブをクリックし、に peed & Duplex ] を八ブの設定値と同じ値に設定する。 

④ ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 

⑥同様の手順(こて、もう一方のネットワークアダプタ (Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet 
#2) の設定を巧う。 

上で完了です。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接続]か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて巧います。 

[ PROSet びインス I ルされていない場台] 

① デバイスマネージャを起動する。 

② ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) PRO /1000 または Intel ( R ) PRO /100 〜]をダブル 
クリ、ソクする。 

[ Intel ( R ) PRO /1000 または Intel ( R ) PRO /100 〜のプ□パティ]のダイア□グボックスが表示 
されます。 

③ [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同じ値に設定 
する。 

④ [ Intel ( R ) PRO / 1000または Intel ( R ) PRO /100 〜のプ□パティ]のダイア□グボックスの [ OK ] 
をクリ 、ソク する。 

iU 上で完了です。 
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[ PROSet びインス I ルされている場合] 

①デバイスマネージャを起動する。 

③ネットワークアダプタを展開し、[ lntel ( R ) PRO /1000または lntel ( R ) PRO /100〜]をダブル 
クリックする。 

[ Intel ( R ) PRO /1000 または Intel ( R ) PRO /100 〜のプ□パティ]のダイア□グボックスが表示 
されます。 

③ [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同じ值(こ設定す 
る。 

④ [ Intel ( R ) PRO / 1000または Intel ( R ) PRO / 100〜のプ □パティ] のダイア□グボックスの [ OK ] 
をクリ 、ソク する。 

上で完了です。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク接続]か6 
□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて巧います。 

WlII2EI 

サービスの追加で[ネットワークモニタ]を追加することをお勸めします。[ネットワークモニタ] 
は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（またはパ 
ケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。インス 
卜ールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してくださぃ。 

21 . オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプション(こ添 
がの説明書を参照してドライバをインストールする。 

22. 8日ページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

W 上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 


グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ、ソ クスアクセラレータドライバは、システムのアップデート時に自動的 
にインストールされます。 

0 S のインストール後にグラフィックスアクセラレータドライバを削除し、再インス I -ール 
する必要がある場合は W 下の手順で再インストールしてください。 

1. 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を DVD - ROM ドライブにセットし、スタートメニューの[プ□グ 
ラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ□ーラ]をクリックする。 

2. レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ VIDEO 」ディレクトリ内のに ETUP . EXE ] 
アイコンをダブルクリックする。 

ドライバのインストールが開始されます。 

メッセージに従って、作業を進めてください。 

I チェック I 

途中、"デジタル署をが見つかりませんでした。..."とのメッセージが表示される場合は、「はい」 
をクリ、ソクしてインストールを続けてください。 

3. 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM を DVD - ROM ドライブか6取り化し、 0 S を再起動する。 
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ネットワークアダプタの二重化のセットアップ 

複数のアダプタでグループを作ることにより、使用されているアダプタじ障害が発生した場 
合、自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させることができます。 

こ重化の設定 

ネットワークアダプタの二重化を設定する場合は、じ(下の手順に従ってセットアップしてく 
ださい。 

1. [Broadcom Advanced Control Suite 2] ダイア□グボックスを表示する。 

<標準の スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューか6ロント□—ルパネル]一 [Broadcom Control Suite 2] をクリ、ソクする。 

<クラシックスタートメニューモードの手順> 

①スタートメニューか6簡定トロント□-ルパネル]をクリ、ソクする。 

③ [Broadcom Control Suite 2] アイコンをダブルクリ、ソクする。 

2. 左側じある [Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet ] または [Broadcom NetXtreme Gigabit 
Ethemet #2] アダプタをちクリ、ソクし、[チームを作成]をクリ、ソクする。 

[ Brodcom チーム化ウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. 「次へ」をクリックする。 

I w - Oi ^ 

I エキスパートモードは使用禁止なので、使用しないでください。 

4. チームを人力の欄(こ任意のチームをを入力し、「次へ」をクリックする。 

已. チームタイプを]:下のタイプか6選択し、「次へ」をクリックする。 

• Smart Load 目 alancing ( TM ) とファイルオーバ ー( SLB ) 

• Link Aggregation Control Protocol ( LACP ) を使用した802.3 ad リンク集約 

• FEC / GEC 通有中継 

《 [Link Aggregation Control Pmtocol ( LACP )] と [ FEC / GEC ] を選択した場合 JU 下のメ、ソセー 
ジが化ますが rOK 」 をクリックします。 

"チームメンバー(こ接続されたネットワークスイッチが、チームタイプに対して適切(こ設 
定されていることを確認します。" 

巨. 利用巧能なアダプタをチームメンバーに 「 Add 」 する。 

《 Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet を 「 Add 」 する際に下のメッセージが化ますが「は 
し^」をクリ、ソクします。 

"[0001 ]Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet はこのシステムのリモート管理機能(こ 
アクセスするよう(こ設定されています" 

「Broadcom NetXtreme Gigabit EthernetJlU 外のアダプタはチームに追加しないでください。 

《 Smart Load 目 alancing ( TM ) とファイルオーバ ー( SLB 似かを使用する場合、手順9か6作業 
を続けてください。 
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7. [チームの作成/修正]でスタンバイメンバーとして、利用巧能なアダプタを指定するか]:>(下の設定 
より選択し、[次へ]をクリックします。 

• スタンバイメンバーは設定しないでください。 

• j ：_ rF のメンバーはスタンバイメンバーとして使用します。 

《下の選択肢の配下に手順6の項目で選択したチームメンバーより選択します。 

8 . [LiveLink を設定しますか？]で[いいえ]を選択して、[次へ]をクリックします。 

9. [VLAN を設定しますか？]で[いいえ]を選択して、[次へ]をクリックします。 

10. [変更を適用して、目 roadcom Advanced Control Suite 2(こ戻ります。 ] を選択して[完了]をク 
リ 、ソク します。 

11. [Broadcom Advanced Control Suite 2] のポ、ソプアップが表示され 

"変更の内容を適用すると、ネットワークの接続が一時的に切断されます。 

処理には数分かかる場合があり、終了すると接続(こは再開されます。 

続行しますが？" 

というメッセージが表示され[はい]をクリックするとチーム化が行われます。 
iU 上で完了です。 


こ重化の削除手順 

1. [Broadcom Advanced Control Suite 2] ダイア□グボックスを表示する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューか6ロント□—ルパネルト [Broadcom Control Suite 2] をクリ、ソクする。 
<クラシックスタートメニューモードの手順> 

①スタートメニューか6[設定]一[コント□-ルパネル]をクリ、ソクする。 

③ [Broadcom Control Suite 2] アイコンをダブルクリ、ソクする。 

2 . 作成したチームを選択し、[チームを削除]をクリックする。 

3. [Broadcom Advanced Control Suite 2] ダイア□グボックスの[適用]をクリ、ソクする。 
確認のダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4. [はい]をクリックする。 

己 . [Broadcom Advanced Control Suite 2] ダイア□グボックスの [ OK ] をクリ、ソクする。 
iU 上で完了です。 
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オプションのネットワークボード （ N 8104 -1 12/111/ 
86/1 19/1 20) のドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -1 12/111/86/1 19/120) を使用する場合につい 
て説明します。 

「 N 8104 -1 12/111/86/119/120」を使用する場合は、 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM じ 
格納されているドライバをインストールしてください。 

( N 8104 -1 12/1 19/1 20) のボード名のドライバ 

レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ TL 3¥ PR 01000¥ WIN 32」 

( N 8 104-1 11/8 目)のボード名のドライバ 

レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ TL 3¥ PRO 100¥ WIN 32」 

インス I -ール手順が不明な場合は、インストレーションサプリメントガイドのネットワーク 
ドライバのインストール手順を参照してください。 

オプションボード用ネットワークドライバのインストール 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2 . [イーサネ、ソトコント□-ラ]ダブルクリックする。 

ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。 

[八ードウェアの更新ウィザー鬥が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択し、[次へ]をクリックする。 

曰.[一覧または特定の場所か6インストールする（詳細)]を選択し、[次へ]をクリックする。 

6 . [次の場所で最適のドライバをお索する]を選択し、[次の場所を含める](こチェックを入れ、 

( N 8104 -1 12/119/ 120) のボードさ)のドライバ 
レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ TL 3¥ PR 01000¥ WIN 32」 

( N 8 104- 11 1/86) のボードをのドライバ 
レ DVD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ DOTNET ¥ TL 3¥ PRO 100¥ WIN 32」 

と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの横索が開始され、お索後にインストールが始まります。しば6 くすると[八ードウェア 
の更新ウイザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

(上で完了です。 
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アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□-ド 
バランシング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されて 
いるアダプタじ障害が発生した場合、自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させ 
るものです。また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでグループ 
を作り、装置から送受信パケットをグループすべてのアダプタから行うことじより、スルー 
プットを向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / AL 目機能を使用する場合は、 t (下の手順に従ってセツトアップしてください。 


1 . デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□パティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する ( T )」 にチェックを入れ、[新規チー 
ム]をクリックする。 

3. チームのを前を入力後、[次へ]をクリックする。 

4. チーム(こ含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

5. チームモードの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダプティブ□ー ドバランシング」の 
いずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

巨. [完了]をクリックする。 

7. デバイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデバイスのプ□パティを開く。 

8 . 「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

9. チーム内のアダプタで、プライマリに設定する場合、ドライバを選択し、「プライマリの設定」を 
クリックする。 

チーム内のアダプタで、セカンダリに設定する場合、ドライバを選択し、「セカンダリの設定の)」 
をクリックしてください。両方の設定が終了した場合、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 

10. 「スイ、ソチのテスト」をクリック後、スイ、ソチのテスト画面が表示された6、「テストの実行」をク 
リックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

n-O • AFT/ALB のセットアップは、ドライバインス! -- ル後、必ず再起動した後に行う必 
要びあります。 

• アダプタフォルトトレランス ( AFT ) のグループとして指定ずるアダプタは、同一八ブ、 
異なる八ブのどち5の接続でも使用できまずび、異なる八ブに接続ずる場合は、ずべて 
同一 LAN (同ーネットワーク)上に存在する必要があるため、カスケード接続にしてく 
ださい。 

• アタフティブ□—ドバランシング ( ALB ) を使用ずる場合は、スイッチング八ブにのみ接 
続でさます。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換する場合は、必ずチームを 
削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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SCSI コント□ーラのドライバ 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 日)を追加接続する場合 

システムに SCSI コント日ーラ ( N 8103 -75) を追力□接続する場合、 OS のプラグアンドプレイ 
機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバのアップデート 
が必要です。システムのアップデートを実施する事でドライバが適用されます。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-9 日)を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□-ラ ( N 8103 -95) を追力□接続する場合、 OS のプラグアンドプレイ 
機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバのアップデー 
卜が必要です。 

システムのアップデートを実施する事でドライバが適用されます。 


ディスクアレイコント□-ラ （ N 8103 -81) を追加接続す 
る場合 

システムにディスクアレイコント日ーラ ( N 8103 -81) を追力□接続する場合、 OS のプラグアン 
ドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインス!-ールされますが、その後、ドライバの 
アップデートが必要です。 W 下の手順でドライバをインストールしてください。 

1. [スタート]メニューか6[コント□-ルパネル]-[管理ツール]-[コンピュータの管理]か6[デバイ 
スマネージャ]を起動する。 

2. SCSI と RAID コント□-ラの 「LSI Logic Megaraid SCSI 320-2」 をダブルクリ、ソクする。 

3. [ドライバの更新]をクリックする。 

4. 八ードウェアの更新ウィザードが表示されるので、「一覧または特定の所か6インストールする(詳 
細)」を選択し、[次へ]をクリックする。 

已.「次の場所で最適のドライバを横索する」を選択し、[リムーバブルメディア（フ□、ソピー、 CD - 
R 0 M など)を横索]チェックボックスをチェックする。 

目.フ□、ソピーディスクドライブに 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 
をセットして、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

上でドライバのインストールは完了です。 

画面の指示に従ってシステムを再起動してください。 
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Bootiini ファイルで使用可能なスイッチオプションについて 

巨00 1.ini ファイルを編集することで、様々なスイッチオプションを使用することができま 
す。使用可能なオプションについては、じ(下を参照してください。 

• サボート技術情報- KB 833721 

Windows XP および Windows Server 2003の Boot . ini ファイルで使用可能なスイッ 
チオプション 

4G 目を超えるメモリを搭載できる本装置では /PAE オプションの設をを行うことで 4G 目 
を超えるメモリを使用できるようになります。 /PAE オプションは、サポートされている 
製品が限定されています。じ(下のマイク□ソフトサポート技術情報を参照して磕認して 
ください。 

• サボート技術情報- KB 291 988 

4 GB RAM チューニング機能と物理アドレス拡張のスイッチの説明 


W 下に編集例を示します。 


(1) 「スターりメニューから[設茵をポイントして、[コント□-ルパネル]をクリッ 
クする。 

(2) 「コント□ールパネル」から、[システム]アイコンをダブルクリックする。 
「システムのプ□パティ」画面が表示されます。 

(3) [詳細設定]タブから r 起動と回復」にある[設定]をクリ、ソクする。 

(4) 「起動と回復」画面にある r 起動システム」の[編集]をクリックし、 「Boot.ini」 を開 

く。 

(5) 「巨00 t.ini」 ファイルの [operating systems] じ VPAE" を追力□し、上書き保存す 

な 0 

<Boot.irii ファイルの例> 

[boot loader] 
timeout 二30 

defaul 卜 multi(0)disk(0)「disk(0)pa「titiori に) ¥WIND0WS 
[operating systems] 

multi(0)disk(0)「disk(0)pa「titiori に) ¥WINDOWS="Windows Server 2003" 
/fastdetect 

multi(0)disk(0)rdisk(0)pa「titiori に) ¥WIND0WS 二" Windows Server 2003， 
PAE" /fastdetect /PAE 

C:¥CMDC0NS¥ 目00 TSECT.DAT 二り Microsoft Windows 回復コンソ レ"/ 

cmdcons 

JU 上で Boot.ini への編集は終了です。 

m ： 「起動/回復」画面にある「既定:のオペレーティングシステム」で選ネ尺したエントリから自動的 

に起動するように設定:することができます。 
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障書処理のためのセツトアップ 


障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セットアップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

本装置内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

n-O メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存ずるために再起動ずると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありますび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 


次の手順に従って設定します。 


1 . スタートメニューか6[コント□-ルパネル]を選択し、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2 . [詳細設定]タブをクリックする。 


3. [起動と回勒ボックスの[設定]をクリツ 
クする。 


4. テキストボックスにデバッグ情報を書き 
む場所を人力する。 

< D ドライブ(こ 「 MEMORY . DMP 」という 
ファイルをで書き込む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 



を股 I ] シピュ-夕をい-ドつ 

Administrator として。 


I ヴォンし V 、巧合は'ツ C (ま, 
-のスケジ^^^で^モリほ巧、 fed 




をが I リモート I 
。ほとんどのをあまできません。 


視貸さ力ま、ブ□セツサのスケヴ;巧りほ巧、も'よ U 仮? J メモリ 


J 綻を）」 


厂ユーザープ□ファイル- 

□ヴオンに聞巧したデスウトップ設ミ 


システム超か、システムほち、ち'よけデ"ツヴ巧沛 


巧巧を数の） 


イ 


卜報告(巧 


] キャンむレ」迪巧姐） 
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Windows Server 2003 x 目 4 Ed け ions の場台 

• デバッグ情報の書を込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズび 2GB を超える場 S ま、[完全メモリダンスを指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[力ーネルメモリダンスを指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ + lMBm 上の空き容量のあるドライブを指定してくだ 
さい。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンスの 
書き込み巧ドライブの空を容量を確認してください。 

Windows Server 2003 の場台 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズび 2GB を超える場合は、[完全メモリダンスを指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[力ーネルメモリダンスを指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12MBiy 上(メモリサイズび 2GB を超える場台は、 
2048 MB +12MBm 上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンスの 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


瓦[パフォーマンス]ボックスの隱定]をク 
リ、ソクする。 

[パフオーマンスオプション]ウインドウ 
が表示されます。 


巨.[パフォーマンスオプション]ウインドウ 
の[詳細設定]タブをクリックする。 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリッ 
クする。 


バフォーマンスオプション 


斗ぶ J 


視覚かま詳細設定 I 

「プ□か州のスケジュール- 

プ□たツサのリソースをどう割。当てるかを溫札ます。 


ホのバフオー7シスを價ホする： 
广プ□ヴラムを） < 


■ 奶ウヴラかドサイス留' 


「イモリ使用量- 

システムメモリをどう割り当てるかを遇巧します。 

みのバフォ-マシスを僵先する： 

广プ□ヴラム® 巧 システムキャッシュの 


パ反巧巧リ- 


熱レは’ 


:、 Windows が RAM のようじほ巧する A — ドディスク 
すべてのドライブのを岂パージンヴファイルサイズ： 


ズ： 

#を更に ）I 
キャンむレ巧(が 


8 . [選択したドライブのページングファイル 
サイズ]ボックスの[初期サイズ]を推奨值 
上に変更し、[設定]をクリックする。 


朽イブ眯リュ-ムラペル]屯） 


_U xj 

ページンヴファイルのサイズ ( MB ) 


遽巧したドライブのページンクファイルサイズ- 
ドライス C : 

空き韻が： 6663 MB 



巧巧サイズ （ M 目)の： ド92 

最大サイズ （ MB ) が： |38 r 


づンヴファイルねし鄉 

P すぺてのドライブの紙ページンヴファイルサイズ^ 

最小限 2 MB 

巧装： 189 MB 

現なの害 Ij り当て： 192 MB 


記定を）」 


上記ページングファイルサイズは 
デバッグ情報(ダンプファイル)採 
取のための推奨サイズです。ブー 
トボリュームには、ダンプファイ 
ルを格納するのに十分な大きさの 
初期サイズを持つページングファ 
イルび必要です。また、ページン 
グファイルび不足すると仮想メモ 
リ不足により正確なデバッグ情報 
を採取でをない場合びあるため、 

システム全体で十分なページング 
ファイルサイズを設定してくださ 
い。 

「推奨値」については、「作成ずるパーティシヨンサイズについて(目7ぺージ)」を参照してくだ 
さい。 

メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングフアイルを再設定してくださ 
し、。 


キャンセル J 


9. [OK] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動して<ださい。 
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ワトソン博±の設定 


ダンプシンボル テーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明(こついてはオンラインヘルプを参照してください。 
巨. [0 K] をクリックする。 


Windows ワトソン博±はアフリケーシヨンエラー用のデバッガです。アフリケーシヨンエ 
ラーを横化すると本装置を彰断し、彰断情報（□グ ) を記録します。診断情報を採取できるよ 
う次の手順に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ 、ソク する。 


2. 搭前]ボ、ソクスに rdrwtsn32.exe」 と入力 
し、 [0K] をクリックする。 

[Windows ワトソン博±]ダイア□グボ、ソ 
クスが表示されます。 


ファイルるを指ミして実巧 


立ぶ] 


!萍常累的を淺鷄觀驚でルタやドキユイント 


君 

名前に〉： |drwtsn32.exe| 




[ 


] キャンセル」 き昭(巨)…」 


3. [□グファイルパス]ボックス(こ彰断情報 

の保を先を指定する。 

rDRWTSN32.LOG」 というファイルをで 
保をされます。 




ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラ 、ソ シュダンプ]ボックス(こクラ、 ソ 
シュダンプファイルの保を先を指定す 
る。 


励 


「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 


□ヴファイ^バス(じ 
クラッシュ jv プを): 
WAVE 


过ぶ] 


和ス ( い ： ption Data ¥ Microsoft¥Dr Watson 


[ C ：¥ Documents and Settings¥Adr 


WAVE ファ^ 
インストラクションの数の: 
巧なするエラー数(が： 


爹昭を)...^ 

き賠之 )… J 


完を ( NT 4 互換） 



0 K 


キャンセル 


ヘルプお） 


己.[オプション]ボックスじある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインス I ル 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 

1. スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2 . [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[プ□グラムの追加と削除]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

3. [Windows コンポーネントの追加と削除]をクリ、ソクする。 

[Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックする。 

[管理とモニタツール]ダイア□グボックスが表示されます。 

已.管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール]チェックボックスを才 
ンにして [0K] をクリ 、ソク する。 

巨. [Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックス(こ戻るので、[次へ]をクリックする。 

7. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は、要求された CD-ROM を DVD-ROM ドラ 
イブにセットして [0K] をクリックする。 

8 . [Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスの[完了]をクリックする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

10 . [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスを開じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。操作の説明に 
ついては、オンラインヘルプを参照してください。 
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管理ユーテイリテイのインス I -ール 


添付の rEXPRESSBUILDER」CD-ROM には、本装置監視用の^ESMPRO/Se「ve「Agent」お 
よびシステム管理用の^ESMPRO/Se「ve「Manage「」などが収録されています。 ESMPRO/ 
ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的じインストールすることができます。 
[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインスIルしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設をでインス 
トールしなかった場合は、6章を参照して個別にインストールしてください。 

ューティリティには、ネットワーク上の管埋 PC にインストールするものもあります。詳し 
じント I くは6章を参照してくださし、。 


システムのアップデート〜ヴービスパックの適用〜 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合 
• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 


アップデート手順 

詳細なアップデート手順は、 EXPRESS 目 UILDER に格納されているを OS のインストレー 
シヨンサプリメントガイ ドを参照してください。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセ、ソトアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESS 目 UILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムじおいて、 0S の再インス I -ールな 
どをする場合は、次の手順でセットアップしてください。 

，！；、 • BTO (工場組み込み出荷)により、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始す 

I ヒ ント I る場合しは、本お作をれう必要はありません。 

• シームレスセットアップにが応しているボードの一覽については、々のホームぺージか 
ら参照できます（「 ExpressPicnicJ をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . connp . nec . co . jp / 


1 . セ、ソ トアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

I チェック I 

本書の内容と大容量記憶装置コント□-ラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□ーラの説明書を優先してください。 

2. ディスクアレイコント□ーラの場合は、コント□ーラの説明書に従って RAID の設定を巧う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□—ラの場合は、手順3へ進んで<ださい。 

3. 「 EXPRESS 目 UILDER 」 CD - ROM か6システムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実巧し、次のような内容(こ設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 

• L [12 E ] 

コントローラによっては、設を画面が現れなぃことがあります。 

• [大容量記憶装置用 0 EM - FD の適用をする]をチ： L 、 ソクする 

• L 励 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されてぃるドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 

己.シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラ(こ添付され 
ているフ □、ソ ピー ディ スクをフ □、ソ ピー 
ディスクドライブ(こセットし、 iU 降は画 
面のメッセージに従つて操作してくださ 
い。 


r 大容■記憶装置用 0 EM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに J 串入して < ださい。 


[ok ] I お了 I 
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マニュアルセツトアップ 


本装置へのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用す 
ることをお勤めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアッ 
プが必要じなることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方まじつい 
ては、 EXPRESS 巨 UILDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 R 2, Enterprise Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照して 
ください。また、あらかじめ EXPRESS 目 UILDER から、「サポートディスク」を作成しておい 
てください。 

^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せて参照してく 

I チェック I にごい。 


サポートディスクとは？ 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順 r マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER 」 と呼ばれるサポー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 じは 、 Windows Server 
2003のインストールで必要となる RAID コント□-ラや SCSI コント□-ラのドライバなどが 
含まれています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 OEM - 
DISK for EXPRESS 目 UILDER 」 を用意してください。 

1. 3.日インチフ□、ソピーディスクを1枚用意する。 

2 . 周辺装置、本装置の順に電源を ON にする。 

3. 本装置の DVD-ROM ドライブ、にミ！付の EXPRESS 目 UILDER CD-ROM をセットする。 

4. CD-ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl>+<AI1:>+<Delete> キーを押す）か、電源を OFF/ 
ON して本装置を再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

己.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

巨.[サポートディスク作成メニュ ー] か 6 [Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER] を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフ□、ソピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM-D に K for EXPRESS 目 UILDER」 が作成されます。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER」 はライトプ□テクトを 
し、ラベルを貼って大切(こ保管してください。 
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本装置の他に Windows(Windows 95 J：i 
降 、 Windows NT 4.0 JU 降)が動作するコ 
ンピュータをお持ちの場合は 、 Windows 
上で 「EXPRESS 目 UILDERJCD-ROM を 
セツトすると起動する r マスターコント 
□ールメニュー」から 「Windows Server 
2003 OEM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER 」 を作成することもで 
きます。 
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論理ドライブび複数を在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順(こ従って、マニュアルセットアップ 
を開始する。 

2 . 次のメッセージが表示された6、 0S をセットアップしたいパーテイシヨンを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既をのパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 



システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
をません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れていることを5 崔認 してか5セットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行する。 

]：> (上で完了です。 

セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。 

ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に従ってドライブで字を 
変更してください。 


ドライブス字の修正手順 

W 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ません。ごを意<ださい。 

1. [スタートメニュー]か6[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2 . 左側のウィンドウの中か6、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブレターを変更したいボリュームを選択してちクリ、ソクし、 [ ドライブ文字とパスの変更] 
を選択する。 

[変更]をクリックしてください。 

4. [次のドライブ文字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブレターを選択する。 

己. [0 K] をクリックする。 
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巨.下の確認メッセージが表示された6、[はしリをクリックする。 


ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 

7. [コンピュータの管理]を終了する。 
iU 上で完了です。 




Memo 



























